
祭り前夜祭は、かつて興行がかかり歌や芝居、出店などで一夜を楽しんでいました。 

その後、途絶えてしまってからは子供たちの祭りの楽しみも薄れてしまっていたのは確か

です。平成 30 年度に発足「お祭り縁日の賑わい復活事業」を立ち上げ伝統行事がもたら

す賑わいを縁日で再現し、地域の子供たちにふるさとの良さ温かさを感じてもらうことで

した。コロナで中止の時期もありましたが昨年から若者中心に再開されている活動になっ

ています。今年は中学生のボランティアのおかげで大成功となりました。  
ありがとうございました。 
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伝統を受け継ぐ獅子連 

 

いちごクラブ 
遊湯パックで楽しむ 

Ｒ６年９月号 
 

白椿地区公民館(併) 

白椿地区まちづくり 

     センター 

館長・センター長 

鈴木廣志 

 

電  話 : 72-2242 

Ｆ Ａ Ｘ  : 72-3551 

Ｅ-mail  : 

tubakiko@e.jan.ne.jp 

 

 

リサイクル会 

自然エネルギー㈱工房知音研修 

新会員の意識向上に役立つ！ 

GOGO 学習会 
みんなで楽しく夏休みの宿題 

椿縁日 8/17 

夏の夜を楽しむ 
 

小白川神社例大祭 
8/16・17 

涌沼神社例大祭 
8/17・18 

熊野神社例大祭 
6/８ 

夏の夜、遠くから太鼓、笛の音が鳴り響く、その音にいつしか心躍るのを感じるよ

うになり、日に日にワクワク感が募る。黒獅子の迫力に小さいころ怖さと喜びを感じ

ていたのがいまだに体にしみついています。それぞれの地区で若者、子どもたちによ

り例大祭が行われました。横笛を吹く女の子たちの姿も大いにこの獅子舞を盛り上げ

てくれているのは現代の姿なのだろう。 

下椿にある座主神社の例大祭は今年度は中止となってしまいしたが、今後の地域の

伝統は老若男女共に、地域おこしとして継承を願いたいです。 

 

伝統を受け継ぐ椿念仏踊り 
椿念仏踊り保存会（文化財） 

8/１４ 

椿念仏踊りは地蔵信仰と薬師様信仰に起因すると云われ盆の

14 日夜に薬師堂境内を起点として地区内を踊り歩きます。 

今年はゲリラ豪雨のような雨に悩まされ、急遽白椿体育館内で

行われました。 

食彩しろつばき 
神乃湯直売にぎわう 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

7 月 26 日（金）椿長生会の方々から公民館周辺の草刈り、草むしりの

ボランティアをしていただきました。ありがとうございました。 

休憩にはバスケ・バドミントン 

楽しかったよ  中学生 大活躍  

第二小学校５，６年生 暑い室内で 
頑張ってくれました。 
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